
子守・∵、∵、∵
福
祉
の

ふかめよう触れ愛を、広めよう福祉の輸－をキャッチ

フレーズに開かれた「第1回福祉まつり」。あなたにとって

キ福祉寸とは何でしょうか。一人一人の考えは違うでしょう。
隣人喪失と言われる現代社会のなかで、「人間関係をうまく

つくる環境づくりをするのが福祉」では、ないでしょうか。

こうしたなか、障害者も健常者もお年寄りも子どもたちも

……たくさんの人が集まり、触れ愛を深めた福祉まつり、大
成功でした。

お礼（主催者から）

ご協力くださいました各 体の皆様、不用品バザーにご援焼いた
だいた皆様十二斗ありがとうございました。



一
問
…
が
や
っ
て
き
ま
し
た

害
に
対
す
る
嘩
兄
を

陰
暦
で
は
、
六
月
を
水
無
月
　
（
み
な
つ
き
・
み
な
つ
き
）
　
と
い
い
ま
す
。

水
無
月
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
水
の
な
　
（
無
）
　
い
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
「
な
」
は
本
来
「
の
」
の

意
味
で
、
水
無
月
は
「
水
の
月
」
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

語
源
も
「
暑
さ
で
水
か
枯
れ
る
か
ら
ミ
ヅ
ナ
シ
ヅ
キ
」
　
「
田
に
水
を
入
れ
る
月
だ
か
ら
水
月
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ

る
よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
六
月
は
水
に
緑
の
深
い
月
、
梅
雨
が
始
ま
る
の
も
、
こ
の
時
期
で
す
。

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か
？

も
し
、
水
害
か
起
こ
っ
た
場
合
、
自
分
の
避
難
場
所
な
ど
覚
え
て
お
き
、
あ
わ
て
ず
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

非常事態のとき
の水防信号表

第 蔑 第 鴇
区

分

4 こ、－　3 2 1
億誉 牢信 貸 一一ミ　倍

布 ｄ7デ ′′・号

約 約 約 約

サ

？左 十㌢ 9 品 ？晶

木5 約 休耕
止秒 止 5 止 6 止 15 イ

約 秒 秒 秒 レ

1 約 約 約 ン
〇分 0 10
Ｉ秒
0 5 0 5 信

ｌ 少 少 7テ
糎 禁管 禁箆

秒 秒 秒

避必 する水 知消 均警

説．

明

難要 ペ者防 ら防 合成
す と きが管 せ団 水
ペ認 事水理 る貞 位
きめ を防団 甥 が に

の 合全
員を区 ら応の し

知域 せ接区 出 た
ら内 るの域 動 事
せの もた内 す を
る居 のめに ′ヾ 知
も住 に居 き ら
の者 出住 事 せ
に 赦す を る

六
月
後
半
か
ら
七
月
前
半
に
大
雨

町
で
は
、
町
内
の
溢
水
の
お
そ
れ
が

あ
る
河
川
や
、
土
砂
く
ず
れ
、
落
石
の

お
そ
れ
が
あ
る
山
な
ど
、
町
内
の
重
要

水
防
区
域
及
び
危
険
箇
所
を
指
定
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
た
め

に
緊
急
避
難
場
所
も
指
定
し
て
お
り
ま

梅
雨
入
り
、
梅
雨
明
け
は
平
年
並
み

の
見
込
み
　
ー
　
福
岡
管
区
気
象
台
が
五

月
二
十
日
、
九
州
北
部
と
山
口
地
方
の

六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
三
カ
月
予
報
を

発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
の
梅
雨
入
り

は
」
八
月
三
日
が
ら
九
日
で
、
明
け
は
七

月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
と
、
い
ず
れ

も
平
年
並
み
の
見
込
と
な
っ
て
い
ま
す

梅
雨
後
半
は
一
時
期
、
肌
寒
い
日
が
あ

り
、
局
地
的
に
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
。

昨
年
は
九
州
に
一
度
も
上
陸
、
接
近
し

な
か
っ
た
台
風
は
今
年
は
、
こ
の
三
カ

月
間
に
一
、
二
個
来
る
と
み
て
い
る
。

（

月
ご
と
の
予
報
は
次
の
と
お
り
。

【
六
月
】
月
の
前
半
は
梅
雨
前
線
の

活
動
は
比
較
的
弱
い
。
後
半
に
北
日
本

に
入
り
込
む
寒
気
の
影
響
で
梅
雨
寒
の

日
が
あ
り
、
雲
が
多
く
て
局
地
的
に
大

雨
の
恐
れ
が
あ
る
。

【
七
月
】
前
半
は
曇
り
や
雨
の
日
が

多
く
、
大
雨
の
恐
れ
が
あ
る
。
気
温
も

や
や
低
い
が
、
梅
雨
明
け
と
同
時
に
晴

れ
の
日
が
多
く
、
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
。

【
八
月
】
中
旬
ま
で
は
カ
ン
カ
ン
照

り
が
続
き
、
暑
さ
が
厳
し
い
。
後
半
は

天
気
が
不
安
定
と
な
り
、
し
の
ぎ
や
す

い
日
も
あ
る
。

す
。
梅
雨
に
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
危
険
箇
所
の
近
く
の
人
は
、
充

分
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
、
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な

ど
が
ら
、
危
険
な
が
け
の
近
く
や
山
林

を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の

影
響
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
非
常
事
態

に
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

あ
な
た
の
家
庭
で
も
〝
い
ざ
″
と
い
う

と
き
に
備
え
て
避
難
方
法
や
避
難
場
所

な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

下 林

住

宅

町

住

み
ず
ほ
団
地

伊

左

座

立

屋

敷

区

分

公水 伊 △ △水

ク ケ

公

民

第

遵

巻 左 所 竺葦

民字
館校

民雷 座
小
学
校

神
聾

公
民
館

避
難

字
館校 館 難

場

所
ク ケ ク ケ 〃 ク

伊
左
座
小
学
校

婆

義
経



′一．ヽ

危
険
地
域
　
－
　
町
内
で
2
9
カ
所

雨
は
〝
恵
み
の
雨
″
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮

ら
し
に
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
半
面
で
、
恐
ろ
し
い
土
砂
災
害

や
水
害
を
起
こ
す
引
き
金
に
も
な
り
ま
す
。

四
千
七
百
四
十
二
件
　
－
　
こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
五
年

間
に
起
き
た
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の
数

で
す
。
大
雨
が
障
れ
ば
、
ど
こ
か
で
必
ず
土
砂
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
国
土
の
約
四
分
の

三
が
山
地
で
占
め
ら
れ
る
わ
が
国
に
は
、
土
石
流
、

地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
の
危
険
地
域
が
十
四
万
カ

所
、
町
内
で
二
十
四
カ
所
も
あ
る
の
で
す
。

」
八
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
長
い

雨
と
強
い
雨
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
信
号
。

水
無
月
を
〝
災
害
無
月
″
に
す
る
た

密 高 高 栂
ノ
櫓
‡′
古 机 鯉 猪 猪

熊

樋

口．．

新 古

賀

料

頃 頃 美
士
蜜 ｄｋＰ 士にコ

士
口
人 下

か

の

尾

団

松

団
木
団
地

木
ｌ司
地

賀

田
社
ロ

団

熊

町
生 末 末

こコ
野
団
田 田 田

田

団

江

輿 町

ム口 些 華 要 東 地 宅 地 住 街 革 南 坤 地 産 住

Ｉ ｌ Ｉ

水
巻
共 公 集 公 庸

見
公 水 公 机 頃

ｌ

河
守
第貴

＿船

公 集 入

江

公

中
央
幼

用

施
民 Ａ
本
民

神
社

ノヽ

民

巻

中 民
小

学

末

小

神
社

爪

講

妙

民 Ａ
コ耳
興

産
民

稚
園 設 館 場 館

：べ
民
館 館

学

校 館 校

字

校

ム
民
館

育 楽

園寺 館 場

社

宅 館

ｌ Ｉ ｌ 〃

水

巻

中

学

校

〃

頃

末

小

学

校

猪

熊

小

学

校

猪
熊
中

庸
見
神
社

猪

熊

小

学

校

水

巻

中

学

校

机
山
草

水
中

萩

′ｊ、

机

小

学

校

各 頃
学 末
校 萩

水
中

の

Ｉ ケ 〃 ケ

＝ヒ
ｌ＝ｌ
田

小

学

校

ク 〃

め
に
も
、
お
近
く
に
山

や
が
け
の
あ
る
方
は
、

点
検
と
注
意
を
お
忘
れ

な
く
。

○
第
一
避
難
は
部
分
的
災
害
を
想
定
し
た
場
合
で
近
く
の

公
共
施
設
等
に
一
時
収
容
す
る
。

○
第
二
避
難
は
非
常
時
態
が
発
生
し
、
遠
賀
川
堤
防
溢
水
、

決
壊
最
悪
の
場
合
。

危険な山林・河川

図 面

Ｎｌ

箇　 所　 名
予 想 さ れ る 危 険

大　 字 小　 字

1 猪　 熊 中　　 山 土 砂 く ず れ ・落 石

2 猪　 熊 上　 ノ　 手 ク　　　　　　　　　 〃

3 猪　 熊 犬　　 上 ク　　　　　　　　　 ケ

4 猪　 能 十 三 塚 ク　　　　　　　　　　ク

5 古　 賀 赤　　 水 ケ　　　　　　　　　 ク

6 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　　 ク

Ｔｈ

、′7
古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　　 ーケ

8 古　 賀 社　　 林 ク　　　　　　　　　 〃

9 ．古　 賀 江 後 ノ 上 ケ　　　　　　　　　 ク

、1 0 頃　 末 釜　 ヶ　 谷 ケ　　　　　　　　　 ク

1 1 頃　 末 大　　 平 〃　　　　　　　　　 ケ

1 2 机 泉　 ノ　 元 〃　　　　　　　　　 ク

、獅
‡八

寧　 末
明 神 ヶ 辻 〃　　　　　　　　　 〃

14 吉　 田 野　　 添 〃　　　　　　　　　 〃

1 5 吉　 田 御 輪 地 ク　　　　　　　　　 〃

1 6 吉　 田 宮　　 尾 〃　　　　　　　　　　〃

1 7 吉　 田 岩　 ノ　 ロ ケ　　　　　　　　　 ク

1 8 吉　 田 ヌ メ リ石 ク　　　　　　　　　 ク

1 9 頃　 末 長　　 池 ク　　　　　　　　　 ク

プ；2 0 古　 賀 足　　 谷 崩　 壊 ・ 落　 石

2 1 頃　 末 東 河 原 ク　　　　　　　　　 ク

、2 2 吉　 田 苗 代 谷 Ｊシ　　　　　　　　　　ノン

Ｃ、2 3 吉　 田 後　　 谷 〃　　　　　　　　　 ク

24 吉　 田 ヌ メ リ石 土　　 石　　 流

図面‰ 河 頬 名 臥　　 所

′註イ 堀　 川 吉 田 ノ一 ・二 ・三 、一 帯 700 ｍ

：．ロ 羅漢 川 吉田ノ二（本村、滑石、御給地）一帯3（氾ｍ

、．：ハ 山 田川 頃 末先 園 か ら中組 一 帯 200 ｍ

読桜 経 口川 鯉 口地 区 一帯 100ｍ

ホ 大 平川 頃 末南 区 鹿 児 島本 線 ぞい一 帯



（局・室）27係となりました。廃止となった課は、管財課、

のか、「企画振興課」と「住民生活課」です。

事業課の統合を図る一方、住みよい町づくりを進めるため

した。また、コミュニティーづくりの推進を図るため、住

口を統合しました。

われました。

〔
議
会
事
務
局
〕
●
局
長
甘
三
輪
貞
夫
●

係
長
＝
吉
野
雅
康
、
主
事
＝
伊
稼
章
子
、

相
島
信
滑

〔
総
務
課
〕
●
課
長
廿
佐
々
木
一
誠
●
人

事
係
長
甘
－
矢
野
繁
敏
、
主
事
＝
牟
田
孝
則

・
寒
村
潔
・
添
田
房
枝
●
庶
務
係
長
＝
茂

岡
正
勝
●
監
査
担
当
係
長
甘
近
藤
英
典
、

登
事
＝
満
場
次
雄
・
野
口
和
夫
、
用
務
鼻

＝
赤
時
重
俊

〔
収
入
役
室
〕
●

＝
近
疎
初
代

〔
住

同
和
対
策
係
長
甘
下
川
満
●
行
政
係
長
甘

日
高
常
雄
、
主
事
廿
田
中
猛
・
磯
島
信
弘

〔
財
政
諌
〕
●
課
長
甘
永
沼
英
和
●
財
務

係
長
－
甘
原
曲
和
儀
、
主
事
＝
堤
野
久
男
・

未
開
美
代
子
●
管
財
係
長
＝
森
田
勇
武
、

主
事
＝
織
田
隆
徳
、
電
話
交
換
手
＝
角
田

係
長
甘
白
石
三
明
、
主
事
甘
徳
島
忠
・
武

尾
二
二
・
山
松
正
美
・
原
田
純
子
‥
水
溶

良
・
城
戸
慶
三
郎
・
原
田
和
明
・
岡
田
祐

司
・
内
山
節
子
●
納
税
係
長
＝
日
熊
国
章

主
事
＝
嶋
田
幸
次

利
夫
・
内
海
祥
隆

樹
・
高
橋
俊
一

・
行
実

河
村
直

〔
住
民
課
〕
●
課
長
甘
花
村
昭
生
●
住
民

係
長
＝
入
江
行
男
、
主
事
宜
古
海
素
摩
・

諸
永
光
子
・
梶
山
寛
治
・
宮
原
一
美
・
有

田
産
寿
美
・
山
松
康
江
・
中
西
豊
和
・
宇

都
宮
志
津
江
・
下
貞
美
穂
●
国
保
年
金
係

長
甘
吉
田
久
子
、
主
事
＝
伊
藤
千
代
子
・

守
口
恵
子
・
池
田
輝
子
・
西
尾
啓
三
・
峯

博
幸
八
郎

〔
健
康
対
策
課
〕
●
課
長
＝
吉
永
英
寮
●

環
境
衛
生
係
長
＝
執
行
東
輿
、
主
事
＝
矢

野
事
男
・
大
林
治
男
●
健
康
対
策
係
長
甘
－



役場の機構
6月1日から役場の樵横が変わり、13課

鉱害課、同和対策室で、新しく設置された

今回の機構改革は、事業量の減少に伴う

に企画部門と都市計画部門の充実を行いま

民に深くつながりのある自治会や団体の窓

これに伴い、職員の異動も次のとおり行

会

山
下
勝
利
、
看
護
婦
＝
小
原
淳
子
・
保
健

婦
＝
野
口
久
美
子
・
神
谷
美
紀
代

〔
産
業
課
〕
●
課
長
＝
山
崎
徳
博
●
農
林

商
工
係
長
＝
入
江
達
士
、
主
事
＝
藤
崎
博

畢
・
福
井
彰
一
・
田
中
和
子
・
藤
本
孝
則

〔
建
設
鉱
害
諌
〕
－
課
長
＝
細
美
英
明
●

主
＃
甘
伊
辣
新
香
●
建
築
係
長
＝
柴
田
正

詔
、
技
師
＝
中
村
忠
雄
●
建
築
技
術
係
長

＝
浦
田
祐
一
●
土
木
係
長
＝
江
藤
事
美
雄

主
事
＝
字
藤
勝
幸
、
技
師
＝
山
本
敦
・
佐

藤
久
義
・
前
田
優
二
・
日
石
新
一
、
副
監

督
＝
－
福
永
彰

〔
企
画
振
興
課
〕
●
課
長
＝
今
井
久
之
●

企
画
瀬
整
係
長
＝
守
口
洋
五
●
企
画
調
整

係
長
＝
藤
川
久
雄
●
都
市
整
備
係
長
＝
志

村
彰
三
郎
、
技
師
＝
藤
崎
清
海
・
木
原
利

〔
住
宅
課
〕
●
課
長
＝
田
中
博
幸
●
管
理

係
長
＝
吉
田
紀
男
、
主
事
＝
佐
藤
紀
子
・

小
野
元
次
・
行
正
悟
・
緒
方
養
蜂
●
営
繕

係
長
＝
岡
村
和
昭
、
主
事
＝
小
野
元
、
技

師
1
－
久
保
田
賢
次

〔
社
会
課
〕
●
課
長
＝
抄
本
勝
人
●
民
生

係
長
＝
梢
松
利
光
、
主
事
甘
古
賀
博
実
・

古
賀
ス
ミ
子
●
老
人
児
童
係
長
甘
池
田
裕

主
事
＝
松
尾
朝
子
・
遠
坂
恵
美
子
・
生
住

宏
行
●
保
育
園
長
＝
石
田
信
夫
●
母
子
寮

長
＝
古
海
正
治

〔
水
道
譲
〕
●
課
長
＝
盛
田
節
雄
●
管
理

係
長
＝
田
中
亥
三
雄
、
主
事
＝
白
石
ヨ
、
ソ

子
・
伊
藤
和
英
・
古
賀
貴
志
枝
●
工
務
係

長
＝
菊
池
慎
一
郎
、
技
価
＝
堀
之
内
潤
一

・
荒
巻
和
徳
、
副
監
督
＝
酒
見
忠
行

〔
教
育
委
員
会
〕
●
教
育
課
長
日
永
沼
嘉

治
●
社
会
教
育
係
長
＝
小
金
丸
博
光
、
主

事
＝
松
村
和
男
・
芳
賀
健
児
●
同
和
教
育

担
当
係
長
＝
福
田
光
明
●
学
務
係
長
甘
松

尾
誠
治
、
主
事
＝
麻
生
一
雄
・
小
山
ヨ
シ

子
●
中
央
公
民
館
長
＝
大
兵
朋
之
●
吐
合

教
育
指
導
主
幹
＝
増
水
龍
之
●
中
央
公
民

館
係
長
＝
田
中
正

務
員
＝
木
原



▲きん魚すくいに子供たち　　▲芸能大会も、福祉まつり
も大はしやぎ　　　　　　　　に一役

すみかなこ

角佳薬子ちゃん
昭和61年6月15日生

さんの長女羞）
和
千（

い
た
ず
ら
が
大
好
き
な
我
が
家
の
ワ
ン

バ
ク
娘
で
す
。
電
話
で
お
話
し
を
し
た
り
、

ラ
ッ
パ
を
吹
く
の
が
上
手
。
や
さ
し
く
て
、

思
い
や
り
の
あ
る
元
気
を
女
の
子
に
な
っ

て
ね
。
　
（
お
か
の
台
二
五
－
二
〇
三
）

あげな　すみ

安慶名東澄くん
昭和61年6月26日生

（警美雪）さんの長男

僕
、
真
澄
で
す
。
名
前
は
女
の
子
み

た
い
だ
け
ど
、
立
派
な
男
の
子
で
す
。
パ

パ
に
そ
っ
く
り
な
ん
だ
、
顔
を
見
れ
ば
す

ぐ
わ
か
る
よ
。

て
る
ん
だ
よ
。

で
も
、
少
し
は
マ
マ
に
似

（
猪
熊
八
九
五
）

申込みは庶務係へ。（毎月2人まで）

（6）

6

月

は

児
童
手
当
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
の
支
給
を
受
骨
て
い
る
人

は
、
六
月
一
日
が
ら
三
十
日
ま
で
の
問

に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
引
き
続
い
て
児
童
手
当
を

受
け
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
の
状
況
と
、
六
月
一
日
現
在
で
の

児
童
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、

引
き
続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ

て
も
、
六
月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
ま
で
に
役
場
社

会
謀
の
老
人
児
童
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当
の
内
容
や
届

け
出
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

老
人
児
童
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



趣味の広がりを求めて

老人大学講座を開講

お年寄りの生きがいと、趣味の広がりをもとう－

と遠賀・中間地区のお年寄り100人が参加し、老人大

学が5月29日開講しました。この日から12月上旬まで、

毎週金曜日ヨガや書道・墨彩画・短歌・民謡などの専

門コースに分かれて学習が始まります。卒業まで頑張

ってください。

受講生を代表して挨拶する小田重徳さん

Ｉ

さ　つ　き　展　120鉢を出品

初夏の花もさつきかの展示会が中央公民館で開かれ

ました。会場には「華宝」など120鉢が出品され、見

物人も美しく咲きほころんだ花にうっとり。主な入賞

者は次のとおり。（敬称略）♭県知事賞＝豊沢伝三（

下寺）♭県議会議長賞＝石田重雄（吉田団地）♭県議

会議員賞＝木村重雄（頃末）♭町長賞＝大塚利幸（下

二）臣町議会議長賞＝西村泰俊（八幡西区）♭教育長

賞＝松崎為郎（吉田）♭西日本新聞社賞＝清水ヤスミ

（立屋敷）♭さつき研究賞＝中川浅夫（頃末）レ福銀

梅ノ‘木支店長賞＝薄地義法（高尾団地）臣遠信理事長

賞＝古海正治（下二町任）臣さつき同好会長賞＝山下

義一（八幡西区）♭同努力賞＝高崎功（遠賀町）、石

津フミ子（立屋敷）、片山マツミ（吉田）

咲きほころんだ花にしばし立ち止まる見物人

お母さん大ハ　ッ　スル

婦人ビーチバレー・インディアカ大会

お母さん達の元気な声がこだまし、会場は熱気ムン

ムン。5月24日、町民体育館でビーチボールバレーと

インディアカの大会が行われました。

●ビーチボールバレー大会

【30歳代の部】♭優勝＝スズラン　♭準優勝＝＝ポピー

【40歳代の部】臣優勝＝ハラ　レ準優勝＝みずほＢ

【50歳代の部】臣優勝＝みずほＡ　臣準優勝＝頃末北

●インディアカ大会

♭優勝＝＝さわやか　♭準優勝＝こフェザー

堀川歩いて探訪

古里街づくりのグループ「水巻町みんなで創るふる

さとの会」では、350年前、数百年の年月をかけて治

水用水のために開さくされた堀川とは、どんな川かを

歩いて探訪する「堀川ウォーキング」を開きました。

約100人が参加、ＪＲ折尾駅から河守神社を経て中間

市の唐戸水門まで約6．1キロを歩きました。

六
・
一
キ
ロ
の
堀
川
を
探
訪
し
、
中
間
市
の
唐

戸
水
門
に
着
い
た
参
加
者
。
開
さ
く
の
苦
労
を
身

近
に
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（
持
参
す
る
も
の
）

○
印
か
ん

○
届
出
書
（
老
人
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

〇
六
十
一
年
分
所
得
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
六
十
二
年
度
町
県
民
税
納
付
書

（
六
月
中
旬
に
送
付
の
予
定
）

○
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
厚
生

年
金
加
入
証
明
書
、
国
民
年
金
に
加

入
の
人
は
記
号
番
号
を
調
べ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

〇
六
十
二
年
一
月
一
日
水
巻
町
に
住
民

登
録
さ
れ
て
な
い
人
は
、
前
住
所
の

役
所
で
六
十
二
年
度
分
の
所
得
証
明

を
受
け
て
、
涼
付
し
て
く
だ
さ
い
。



こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
。

健
康
づ
く
り
シ
リ
ト
ス
③

こ
ん
に
ち
は
、
今
回
は
四
月
十
八
日
に
吉

田
団
地
集
会
所
で
行
わ
れ
た
「
成
人
病
検
診
」

の
結
果
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

こ
の
日
、
成
人
病
検
診
を
受
け
た
の

は
八
十
七
人
で
し
た
。

検
診
結
果
の
総
合
判
定
で
は
、
「
異

常
を
し
」
　
の
人
は
十
二
人
で
全
体
の
わ

ず
か
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
。
残
り
の

七
十
五
人
は
、
を
ん
ら
か
の
病
気
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

見
つ
か
っ
た
病
気
の
主
な
も
の
は
、

高
血
圧
の
移
行
期
に
あ
る
人
二
十
八
人

血
液
中
の
脂
質
に
異
常
の
あ
る
人
五
十

八
人
　
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
、

中
性
脂
肪
が
多
い
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
少
い
）
　
で
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
行
わ
れ
た
　
「
胃
が
ん
検
診
」
は
五
十

九
人
が
受
診
し
、
九
人
が
〟
〝
く
わ
し
い

検
査
が
必
要
〟
　
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

受
診
者
八
十
七
人
の
中
で
、
三
十
六

人
（
四
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
　
〝
肥

満
″
　
と
さ
れ
、
高
血
圧
・
心
臓
病
・
糖

尿
病
を
引
き
お
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
肥
満
を
な
く
す
こ
と
が
成
人
病

予
防
に
と
っ
て
大
切
な
よ
う
で
す
。

⑳ストレス解消は趣味やスポーツで　　◎適正体重のキープを

39　　　　40　　　　50　　　　60　　　　70

讃　歳　農　家　鏡
下　　　代　　　代　　　代　　　代

●バランスのよい食生活を　　⑳3度の食事は規則正しく

賛－サ川．ル

Ｉ
Ｉ

⑳偏食・過食・欠食をつつしむ　　⑳間食・夜食はほどほどに

⑩アルコールの飲み過ぎに注意　●目安は腹8分目　　　　ｅ規則正しい適度な運動を

・ふ－る　さ　と　今昔≡≡≡…－∵日．‖‘‾‾‾≡≡≡≒

昭和30年代の吉田大橋付近

①新県道水巻中間線側から下二へ抜ける道路。左側は

旧炭住で今は吉田分譲住宅が建ち並んでいます。

②水巻共立病院前、石炭を運ぶトラックで道路は凸凹。

（8）



滞
納
家
賃
ｌ
千
三
百
万
円
の
減
少

甥
年
度
収
率

的
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
う
一
息

囁
レ
た
こ
と
。

六
、
入
居
誓
約
書
（
賃
貸
借

昨
年
九
月
か
ら
実
施
し
た
家
賃
滞
納

対
策
は
、
月
を
追
う
ご
と
に
効
果
を
発

揮
し
、
下
表
の
棒
グ
ラ
フ
の
と
お
り
滞

納
金
額
は
過
去
最
高
の
減
少
と
な
り
ま

解
、
調
停
お
よ
び
訴
訟
を
積
極
的
に

な
っ
た
こ
と
。
〔
和
解
等
、
三
十

件
（
前
年
二
十
一
件
）
〕

夜
間
徴
収
強
化
月
間
を
設
け
、
課

し
た
。滞
納
金
額
の
減
少
や
収
入
率
の
向

に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
成
果
と

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
夜
間
の
現
金

の
一
斉
更
新
と
家
賃
未
納
対
策
を
連

け
い
し
、
納
入
意
識
の
徹
底
を
は
か

っ
た
こ
と
〇

七
、
口
座
振
替
の
加
入
促
進
と
、
生
活

保
護
費
よ
り
の
天
引
制
度
を
推
進
し

た
こ
と
。

八
、
過
去
の
和
解
、
潮
停
者
の
う
ち
、

納
入
約
束
が
遅
延
し
て
い
る
滞
納
者

の
対
策
を
強
化
し
た
こ
と
。

徴
収
、
督
促
活
動
を
行
な
っ
た
こ

、
昨
年
十
一
月
に
家
賃
徴
収
嘱
託

主
な
る
成
果
の
原
因

採
用
し
、
現
年
度
三
カ
月
以
内

貸
滞
納
を
解
消
す
る
た
め
に
、

一
、
悪
質
滞
納
者
に
は
、
過
去
に
例
を

み
な
い
家
屋
明
け
渡
し
の
強
制
執
行

を
行
な
っ
た
こ
と
。

二
、
固
定
化
憤
向
の
滞
納
者
に
は
、
和

夜
に
わ
た
り
督
促
、
納
入
を
催
告

現
金
徴
収
を
行
な
っ
た
こ
と
。

五
、
滞
納
者
お
よ
び
連
帝
保
証
人
へ

納
額
の
納
入
催
告
と
納
入
指
導
を

九
、
何
時
で
も
家
賃
徴
収
で
き
る

体
制
を
整
え
た
こ
と
。

十
、
町
広
報
「
み
ず
ま
き
」
を
活
用
し

た
毎
月
の
滞
納
対
策
Ｐ
Ｒ
、
団
地
掲

示
板
に
よ
る
強
制
執
行
し
た
内
容
の

通
告
文
書
の
掲
示
に
よ
り
継
続
効
果

シリーズ⑪町営住宅の

現状を、みんなで考えよう。

で
は
下
表
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

①
は
、
現
年
度
分
収
入
率
の
推
移
で
、

六
十
一
年
度
は
十
一
年
ぶ
り
に
九
八
郡

を
超
え
ま
し
た
。
⑧
は
、
現
年
度
と
過

年
度
の
合
計
収
入
率
で
、
毎
年
着
実
に

伸
び
て
五
年
ぶ
り
に
九
〇
即
を
超
え
ま

し
た
。
⑨
は
、
過
年
度
分
収
入
率
で
、

四
年
ぶ
り
に
三
〇
軒
を
超
え
、
六
十
一

年
度
は
三
九
二
二
軒
と
大
幅
に
向
上
し

ま
し
た
。
④
は
、
滞
納
金
額
の
推
移
で

六
十
一
年
度
は
二
千
三
百
三
十
二
万
八

千
円
と
前
年
度
に
比
べ
一
千
三
百
万
円

と
過
去
最
高
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

⑨
は
、
年
間
督
促
状
の
発
送
件
数
の
推

移
で
、
六
十
一
年
度
は
月
二
百
件
を
割

り
今
年
度
の
見
込
で
は
百
件
未
満
に
下

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
⑥
は
、
滞
納

者
実
件
数
の
推
移
で
、
ユ
ハ
十
一
年
度
は

百
三
十
九
件
と
十
一
年
ぶ
り
に
百
五
十

件
を
割
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
家
賃
納
入

意
識
の
高
揚
を
図
る

今
後
の
重
点
目
標

一
、
現
年
度
分
の
収
入
率
を
九
九
郡
に

近
づ
け
る
こ
と
。

二
、
現
年
度
、
過
年
度
の
合
計
収
入
率

を
九
四
軒
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。

三
、
過
年
度
分
収
入
率
を
、
三
〇
㌫
以

上
と
す
る
こ
と
。

四
、
滞
納
金
額
を
、
三
年
以
内
に
一
千

五
百
万
円
以
内
に
お
さ
え
る
こ
と
。

五
、
月
平
均
督
促
状
の
発
送
件
数
を
、

一
〇
〇
件
以
下
と
す
る
こ
と
。

六
、
滞
納
者
の
実
件
数
を
、
一
二
〇
件

以
下
と
す
る
こ
と
。

町
営
住
宅
を
多
く
か
か
え
る
水
巻
町

の
宿
命
と
は
言
え
、
家
賃
滞
納
対
策
に

は
積
極
的
に
取
り
組
み
、
憩
矧
矧
瑚
劃

◇
　
　
　
　
　
◇

紙
面
の
都
合
で
本
年
度
の
訴
訟
予
定

件
数
お
よ
び
団
地
ご
と
の
決
算
状
況
は

割
愛
し
ま
し
た
。
次
号
か
ら
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

の
開
き
直
り
を
許
さ
ず
、
家
賃
納
入
意

識
の
高
揚
に
む
け
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
講
じ
「
町
民
の
財
産
」
と
し
て
、
信

頼
さ
れ
る
公
平
な
住
宅
行
政
の
一
環
を

目
指
し
ま
す
。

町 営 住 宅 使 用 料 、4 年 間 の 決 算 推 移 と 昭 和 6 2 年 度 決 算 見 込

収　 入　 率

（パーセント）

滞 納 金 額

督促状件数

滞納者実件数

95．6　　 97・1　 98・9

現年㌣ 率」 と⊥ 一一 一一 一一 一－ 一一 ‾｛ ‾‾ ‾→ 98 ’59 2・2　　　　　 93．6

現年度・過年度　 86・7　　 86・7　　 88 ・3
合計 収 入 率一うー　●【

②

′●一一＿
28・4　　　 26．6　　　 27・5　 ！ 一一　 39・3　 ‾、一一一●

過年度分収入寧一ラ ．一一一一一一一＿ト 一一一一一一一●‾　　　　　　　　　　　　 34 ．3
③

滞 納 金 額 → 42．212千円　　 41，723千円

簑 孟 芸 「

（月平均件数）
⑤

■ヽ
3，209

（267）

、
ヽヽ
、 豊

（209）

一 一一一一

36，495千円

（223）　、

、 、 － ぞ 5 仕防）

23，328千円

ヽ

事も
2，674

＼＼ 18，㈱ 千円

滞納者実件数－＞
⑥

273 264

2舶

139

＼●
1，2曲

Ｉ35

（1（沿）

込58年度　　　 59年度　　　 60年度　　　 61年度　　 62年度見

実　　 績

（9）



健
康
相
談
を
実
施

●
日
程
と
場
所

6
月
1
6
日
＝
役
場
健
康
相
談
室

6
月
3
0
日
＝
み
ず
ほ
団
地
公
民
館

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
1
1
時

●
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相

談
、
ご
希
望
の
万
に
は
塩
分
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た

み
そ
汁
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

老
人
医
療
証
を
更
新
し
ま
す

今
年
は
、
五
年
に
一
度
の
老
人
保
健

の
「
医
療
受
給
者
証
（
老
人
医
療
証
）
」

の
更
新
の
年
で
す
。

現
在
お
持
ち
の
老
人
医
療
証
は
、
「

六
月
三
十
日
」
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
次
の
日
程
で
医
療
証
の
更
新
を

行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
6
月
2
4
日
（
水
）
、
6
月
お

目
（
木
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で

●
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

●
持
参
す
る
も
の
　
①
老
人
医
療
証

⑧
健
康
保
険
証
　
㊥
印
鑑

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

●
試
顔
の
種
類
と
区
分

【
上
級
】
行
政
、
学
校
事
務
、
社
会

福
祉
、
土
木
、
建
築
、
化
学
、
農
業

農
業
土
木
、
林
業
、
畜
産
、
水
産
、

獣
医
師
【
中
級
】
農
業

●
受
験
資
格

【
上
級
】
昭
和
3
3
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
【
中
級
】
昭
和
3
7
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
3
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

●
受
付
期
間

6

月

。

0

日

～

6

月

2

0

月

●
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

（
〒
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
東
公

園
七
番
七
号
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
福

岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
諜
（
魯

〇
九
二
二
ハ
四
一
二
二
八
八
三
）
ま
で

歯
に
〝
自
信
″
あ
り
ま
す
か

参
加
し
ま
し
ょ
う
〝
む
し
歯
予
防
教
室
″

遠
賀
歯
科
医
師
会
で
は
、
む
し
懐
予

防
教
室
を
開
き
ま
す
。
歯
は
、
手
入
れ

次
第
で
寿
命
は
延
ば
せ
ま
す
　
ー
　
こ
の

機
会
に
、
あ
な
た
の
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
や

正
し
い
手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
勉
強

の
二
回
公
演
　
⑧
む
し
歯
と
歯
槽

膿
漏
の
は
な
し
　
㊥
正
し
い
歯
の

み
が
き
万
　
④
フ
ッ
素
洗
口
　
⑤

む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
テ
ス
ト

⑥
小
児
歯
科
・
歯
科
矯
正
・
歯
槽

膿
漏
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

乳
・
子
宮
が
ん
検
診

●
日
時
　
6
月
1
2
日
（
金
）
、
午
後
1

時
か
ら
1
時
3
0
分
ま
で
受
付

●
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

●
料
金
　
各
五
百
円

●
定
員
　
乳
が
ん
5
0
人
、
子
宮
が
ん
8
0

人
。
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

●
申
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係
へ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
6
月
2
1
日

マナーアップもふくおかや

お願いします交通安全

シートベルトを締めてください。交通安

全運動期間中の5月18日水巻町交通安全推

水進協議会と折尾瞥察署が一緒にアピ

巻店前で安全運転を呼びかけました

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

●
場
所
　
遠
賀
歯
科
医
師
会
館

●
内
容
　
①
人
形
劇
「
森
の
ハ
ブ
ラ
シ

屋
さ
ん
」
午
前
1
1
時
と
午
後
1
時

成
人
病
・
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

●
日
時
　
6
月
1
7
日
（
水
）
、
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
1
1
時
ま
で

●
場
所
　
身
障
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察
、
血
液

検
査
（
貧
血
、
血
糖
、
肝
機
能
、
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
華
脂
肪
）
．

医
師
の
指
示
に
よ
り
心
電
図
。

●
料
金
　
成
人
病
検
診
、
肺
が
ん
検
査

胃
が
ん
検
査
は
、
各
五
百
円
で
す

●
定
員
　
成
人
病
検
診
用
人
、
胃
が
ん

検
査
8
0
人
、
肺
が
ん
検
査
2
0
人
。

●
申
込
み
　
役
場
健
康
対
策
係
へ
。

※
肺
が
ん
検
査
は
、
受
診
日
7
日
前
か

ら
痕
を
取
り
ま
す
の
で
容
器
を
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

（

国
際
居
住
年
を
記
念
し
、

切
手
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

●
一
般
の
部
＝
用
紙
は
2
6
謝
×
2
1
空

間
寸
法
の
厚
さ
1
が
程
度
の
台
紙
を
付

け
る
　
●
小
・
中
学
生
の
部
＝
用
紙
は

2
5
・
7
伽
×
1
8
・
3
信
の
画
用
紙
に
描

き
、
同
じ
大
き
さ
の
厚
さ
1
個
程
度
の

台
紙
を
付
け
る
　
●
出
品
方
法
＝
出
品

点
数
の
制
限
は
な
く
、
作
品
の
裏
側
に

は
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
を
つ
け

る
）
、
年
齢
、
性
別
、
郵
便
番
号
、
電

話
番
号
を
記
入
。
小
・
中
学
生
は
学
校

名
、
所
在
地
を
記
入
の
こ
と
。
●
申
込

み
先
＝
6
月
1
5
日
ま
で
に
、
国
際
居
住

年
推
進
協
議
会
「
国
際
居
住
年
切
手
デ

ザ
イ
ン
係
」
　
（
〒
1
0
5
東
京
都
港
区
虚
ノ

門
4
の
3
の
2
0
第
2
2
森
ビ
ル
1
階
魯
〇

三
・
四
三
一
・
一
九
六
一
）
　
へ
。



へ

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
保
税
〝
滞
納
者
″
の

医
療
費
の
支
給
を
ス
ト
ッ
プ

国
民
健
康
保
険
事
業
の
基
本
的
な
財
源
で
あ
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者

が
多
く
、
事
業
の
運
営
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
の
運
営

を
円
滑
に
し
不
公
平
を
な
く
す
た
め
、
次
の
よ
う
な
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
全
額
自
己
負

担
で
病
院
な
ど
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
厳
し
い
内
客
で
す
。

病
院
な
ど
に
か
か
る
と
き
は
、
医
療

費
の
十
割
（
全
額
）
を
自
費
で
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
後
で
、
国
民
健
康

保
険
か
ら
七
割
を
お
返
し
い
た
し
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
滞
納
保
険
税
を

全
額
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
年
寄
り
な
ど
が
い
る
と
。

老
人
保
健
で
診
療
を
う
け
て
い
る
七

十
歳
　
（
寝
た
き
り
の
人
は
六
十
五

歳
）
以
上
の
お
年
寄
り
や
原
爆
被
爆

へ
者
な
ど
で
診
療
を
う
け
て
い
る
人
が

い
る
と
き
は
、
そ
の
人
に
は
別
に
保

険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
滞
納
が
あ
る
と

●
医
療
費
な
ど
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
、
国
民
健

康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
医
療
費
な
ど
の
給
付
を
止
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

愛
の
贈
り
も
　
の

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
吉
田
団
地
　
故
・
鵜
瀬
　
チ
ヤ
様

鵜
瀬
マ
リ
子
様

●
ニ

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
の
国
保
年

金
係
（
竺
一
〇
一
・
四
三
二
一
）
へ
。
　
●
吉
田
団
地

滞
納
し
た
ら

●
「
健
康
保
険
証
」
を
返
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

災
害
な
ど
、
特

別
な
事
情
が
な
い

か
ぎ
り
、
保
険
税

の
滞
納
が
あ
る
世

帯
は
、
「
健
康
保

険
証
」
を
返
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
代
わ
り
に

●
資
格
証
明
書
を

お
渡
し
し
ま
す
。

「
健
康
保
険
証
」

を
返
し
て
い
た

だ
い
た
代
わ
り

に
、
「
被
保
険

者
資
格
証
明
書
」

を
お
渡
し
し
ま

す
。

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
　
　
　
　
　
　
●
八
幡
則
松

●
受
験
資
格
　
①
昭
和
3
5
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
4
1
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短
大

を
除
く
）
の
卒
業
者
ま
た
は
来
年

3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人
。
㊥

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
人
。

●
受
付
期
間
　
6
月
1
0
日
～
7
月
9
日

●
申
込
用
紙
請
求
先
　
福
岡
県
下
の
各
　
●
猪
熊

警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所
に
あ

り
ま
す
。

●
古
賀

●
申
込
先
及
び
開
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係
　
●
伊
左
座

（
電
〇
九
二
・
六
二
二
・
〇
七
〇

〇
又
は
六
四
二
四
一
四
一
）
ま
　
●
吉
田
三

で
。

故
・
佐
藤
　
　
明
様

佐
藤
千
代
子
様

故
・
本
清
ト
キ
ヱ
様

本
清
　
直
幸
様

故
・
佐
々
木
ム
ツ
エ
様

佐
々
木
正
治
様

故
・
重
富
ユ
キ
エ
様

重
富
　
高
夫
様

故
・
西
岡
善
美
子
様

西
岡
敬
次
郎
様

故
・
小
林
バ
ツ
ヱ
様

小
林
　
和
寿
様

故
・
白
石
　
益
三
様

白
石
　
雄
二
様

交
通
遺
児
の
方
　
へ

育
成
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

暮
　
春
　
　
分
野

あ
せ
の
む
こ
う
に

●
対
象
者
　
自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡

ま
た
は
重
度
の
後
遺
症
害
が
残
っ

た
人
の
子
弟
（
0
歳
か
ら
中
学
校

を
卒
業
ま
で
の
幼
・
児
童
）
で
、

そ
の
保
護
者
が
住
民
税
を
納
め
て

い
な
い
等
の
要
件
に
合
致
す
る
人

●
貸
付
け
金
額
　
①
当
初
の
一
時
金
十

三
万
二
千
円
㊥
貸
付
け
期
間
中
の

月
額
一
万
五
千
五
百
円
⑧
入
学
支

度
金
三
万
六
千
円

●
貸
付
け
期
間
　
貸
付
け
決
定
の
時
か

ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
時
ま
で

●
利
子
　
無
利
子

●
返
還
方
法
　
貸
付
け
終
了
後
六
カ
月

を
経
過
し
た
後
二
十
年
の
均
等
分

割
返
還
（
高
校
・
大
学
へ
進
学
の

と
き
は
卒
業
ま
で
猶
予
）

介
護
料
の
支
給
の
案
内

●
対
象
者
　
自
動
車
事
故
で
脳
損
傷
・

脊
髄
損
傷
を
生
じ
た
人
で
一
定
の

基
準
に
合
致
す
る
人

●
支
給
額
　
入
院
は
一
日
に
つ
き
三
千

八
百
円
、
自
宅
は
同
千
九
百
円

●
詳
し
い
て
と
の
お
尋
ね
は
自
動
車
事

故
対
策
セ
ン
タ
ー
福
岡
主
管
支
所
（

愈
〇
九
二
・
四
五
一
・
七
七
五
一
）

図　書　の　案　内

▼開館時間
○平日と日曜日　午前11時～午後7時
○土　曜　日　午後1時～午後5時
▼休館　日
毎週月曜日・毎月第3日曜日・祝日
は休館日です。

生
き
る
こ
と
の
意
味

耶
馬
一
国
の
挑
戦

よ
み
が
え
る
九
州
王
朝

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
や
つ

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
手
で
話
す

自
炊
の
す
す
め

夢
か
ら
産
め
た
夢

筑
豊
米
騒
動

屋

台

よ

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
2
4
色
の
ク
レ
ヨ
ン

博
多
っ
子
純
情

お
与
津
御
寮
人

筑
豊
万
葉
録

明
治
天
皇

老
い
の
構
図

笑
顔
が
あ
れ
ば

オ
レ
タ
チ
の
行
革
論

4
0
餓
か
ら
の
壱
後
準
備
字

鈴
木
健
二
記
憶
力
の
秘
密

い
つ
か
虹
を
あ
お
ぎ
た
い

暗
闇
の
思
想
を

＼
念
俳
詩
抄

フ
ル
ペ
ー
ル
日
記

聖
職
の
牌
　
一

高
　
　
史
明
　
随
　
筆

古
田
　
武
彦
　
古
代
史

古
田
　
武
彦
　
古
代
史

朝
日
新
聞
社
　
随
　
筆

渡
辺
　
義
彦
　
同
　
和

高
森
　
直
史
　
工
　
芸

赤
川
　
次
郎
　
童
　
話

林
え
い
だ
い
　
民
衆
史

村
松
　
友
視
　
文
　
学

柳
原
　
和
子
　
記
録
文
字

長
谷
川
法
生
　
文
　
学

川
口
松
太
郎
　
小
　
説

上
野
　
英
信
　
文
　
学

杉
森
　
久
英
　
小
　
説

太
田
　
保
世
　
保
　
健

福
田
　
純
子
　
保
　
健

本
臼
宗
一
郎
　
政
　
治

斉
藤
栄
三
郎
　
保
　
健

高
橋
　
　
浩
　
教
　
育

松
下
　
竜
一
　
同
　
和

松
下
　
竜
一
同
　
和

木
村
　
無
相
　
詩
　
集

犬
飼
　
道
子
　
同
　
和

新
田
　
次
郎
　
小
　
説

オ
ナ
ゴ
先
生
が
ん
ば
る

マ
　
ス
　
ク

死
の
　
癖

塀
の
中
の
懲
り
な
い
面
々

歴
史
を
わ
か
せ
た
女
た
ち

新
・
歴
史
を
わ
か
せ
た
女
た
ち

ポ

ピ

ー

犬
だ
っ
て
散
歩
す
る

血
の
砂
丘

斬ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
父
よ
り
毒
す
ヘ
の
三
十
遇
の
手
紙

千
日
の
変
革

大
前
研
一
の
新
富
国
論

飛
鳥
よ
ま
だ
見
ぬ
子
へ

色
の
手
帖

パ
ー
パ
よ
大
志
を
い
だ
け

嫁
・
姑
・
赤
の
他
人
や
ほ
っ
ち
っ
ち

マ
イ
・
ウ
ェ
イ

序
　
の
　
舞

橘
の
な
い
川

渡

留

子

地
球
大
紀
行

孤
独
の
フ
ェ
ア
・
ウ
ェ
イ

塀
の
中
の
プ
レ
イ
・
ポ
ー
ル

小
幡
　
　
理
　
同
　
和

藤
井
千
鎮
子
　
同
　
和

ジ
ョ
ン
・
ミ
ナ
バ
ン
小
　
説

島
雄
　
敏
雄
　
小
　
説

安
部
　
譲
二
　
記
録
文
字

永
井
　
澄
子
　
小
　
説

永
井
　
原
子
　
小
　
説

Ｒ
・
ピ
二
1
　
小
　
説

丸
谷
　
文
一
　
評
　
論

笹
沢
　
左
保
　
小
　
説

森
村
　
誠
一
小
　
説

城
山
　
三
郎
　
教
　
育

堺
屋
　
太
一
政
　
治

大
前
　
研
一
政
　
治

井
村
　
和
清
　
哲
　
学

中
　
学
　
館
　
美
　
術

黒
柳
　
朝
子
　
随
　
筆

朝
丘
　
雪
路
　
随
　
筆

土
井
た
か
子
　
随
　
筆

宮
尾
登
美
子
　
小
　
説

住
井
　
す
ゑ
　
小
　
説

五
木
　
貴
之
　
小
　
説

安夏Ｎ
部樹

Ｈ

譲静
二子Ｋ



筋
　
男
　
と
　
白
　
蓮
　
の

った町です。
ヽきます。

水
巻
町
の
南
西
地
区
は
大
正
鉱
業
の
鉱
区
で
あ
る
。
昔
は
、
こ
の

ヤ
マ
で
働
い
て
い
た
町
民
も
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
鉱
主
伊
藤
伝

げ
や
く
れ
ん

右
衛
門
と
筑
紫
の
女
王
白
蓮
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
す
る
。

伝
右
衛
門
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
、
嘉
麻
郡
幸
袋
村
（
現
飯

塚
市
）
の
生
れ
、
家
が
小
作
農
で
貧
し
く
て
寺
子
屋
に
も
い
け
ず
、

あ
か

少
年
時
代
は
一
年
中
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
垢
じ
み
た
ポ
ロ
着
一
枚
で
、

押
し
通
し
て
い
た
。
伝
右
衛
門
が
十
一
歳
の
と
き
、
父
伝
六
は
百
姓

に
見
切
り
を
つ
け
て
魚
の
行
商
人
に
な
っ
た
の
で
、
伝
右
衛
門
は
近

く
の
味
噌
屋
へ
丁
稚
奉
公
に
出
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
腕
白
小
僧
で
あ

る
こ
と
か
ら
永
つ
づ
き
せ
ず
、
そ
の
あ
と
川
船
の
船
子
な
ど
を
し
て

い
た
が
、
今
度
は
伝
六
が
石
炭
の
タ
ヌ
キ
掘
り
を
始
め
た
の
で
、
そ

れ
か
ら
は
、
こ
れ
の
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
相
変
ら
ず
の
貧
乏
暮
し
が
つ
づ
い
た
あ
と
、
伝
右
衛
門
が

こ
れ
を
引
き
継
ぐ
と
運
よ
く
日
清
戦
争
が
勃
発
し
て
、
こ
れ
に
て
大

き
な
カ
ネ
が
伝
右
衛
門
へ
こ
ろ
が
り
込
ん
で
き
た
。
そ
こ
で
伝
右
衛

門
は
こ
れ
に
て
伊
岐
須
、
相
田
、
牟
田
の
三
坑
を
手
に
入
れ
た
と
こ

ろ
、
幸
に
も
今
度
は
赤
字
つ
づ
き
の
牟
田
炭
坑
が
、
五
尺
層
の
優
良

炭
に
着
戻
し
て
日
露
戦
争
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
伝
右
衛
門
は
巨

万
の
富
を
手
に
入
れ
た
。

と
こ
ろ
で
伝
右
衛
門
が
申
鶴
炭
坑
（
中
間
市
）
を
手
に
入
れ
た
の

は
明
治
三
十
八
年
で
あ
る
。
そ
の
二
年
前
、
伝
右
衛
門
は
ヤ
マ
を
経

営
す
る
か
た
わ
ら
、
十
七
銀
行
（
福
岡
銀
行
の
前
身
）
の
理
事
を
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
深
刻
な
石
炭
不
況
で
銀
行
が
ヤ
マ
に
貸
し
た
約

百
万
円
の
カ
ネ
が
こ
げ
つ
い
て
、
十
七
銀
行
は
倒
産
寸
前
に
あ
っ
た
。二人の結婚写真（明治44年4月）

そ
の
大
口
債
権
者
は
水
巻
村
上
二
と
下
二
に
あ
る
金
谷
炭
坑
の
鉱
主

谷
茂
平
。
三
十
三
年
の
遠
賀
川
大
洪
水
の
と
き
に
金
谷
炭
坑
が
水
没

し
た
の
で
、
こ
れ
の
復
旧
に
銀
行
か
ら
カ
ネ
を
借
り
た
が
、
そ
の
後

の
金
谷
炭
坑
は
出
炭
が
お
も
わ
し
く
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
谷
は
、

担
保
に
入
れ
た
中
間
、
水
巻
地
区
の
鉱
業
権
を
手
離
す
こ
と
に
し
た

が
、
こ
れ
を
銀
行
か
ら
押
し
っ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
貝
わ
さ
れ

た
の
が
伝
右
衛
門
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
同
業
同
郷
の
先
輩
員
島
太
助
が
、
こ
れ
に
反
対
し
た
。

太
助
は
香
月
炭
坑
を
経
営
し
て
い
た
の
で
、
遠
賀
郡
の
炭
層
に
く
わ

し
く
、
こ
の
鉱
区
に
炭
が
な
い
と
の
判
断
で
、
こ
の
忠
告
と
な
っ
た
。

伝
右
衛
門
に
し
て
み
れ
ば
太
助
は
オ
ヤ
ジ
と
い
っ
た
間
柄
。
し
か
し

彼
に
は
伊
岐
須
炭
坑
（
の
ち
の
臼
鉄
二
瀬
）
を
八
幡
製
鉄
所
へ
売
っ

た
百
二
十
万
円
の
カ
ネ
は
あ
る
し
、
そ
の
う
え
銀
行
の
手
前
も
あ
っ

て
断
わ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
や
む
な
く
買
う
こ
と
に
し
た
。
と
こ

ろ
が
忠
告
に
反
し
て
良
質
の
石
炭
が
出
る
わ
出
る
わ
、
し
か
も
若
松

ま
で
の
輸
送
は
堀
川
と
鉄
道
を
利
用
し
て
安
く
す
む
し
、
こ
れ
に
勢

い
を
得
た
伝
右
衛
門
は
新
手
の
鉱
区
も
買
収
し
て
、
大
正
三
年
に
大

正
鉱
業
（
株
）
を
設
立
し
て
い
る
。

だ
れ
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
人
間
は
カ
ネ
が
た
ま
る
と
名
誉
と
地

位
が
ほ
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
伝
右
衛
門
は
三
十
六
年
に

衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
て
代
議
士
と
な
り
、
そ
の
う
え
ヤ
マ
の
経

営
も
日
露
戦
争
で
噸
風
満
帆
の
体
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
人
間
は
不

幸
が
つ
い
て
回
る
も
の
で
あ
る
。
四
十
三
年
に
糟
糠
の
妻
ハ
ル
に
先

立
た
れ
て
い
る
。

あ
く
る
年
、
伝
右
衛
門
に
再
婚
話
が
持
ち
あ
が
っ
た
。
相
手
は
の

あ
ｌ
さ

ち
に
情
熱
の
歌
人
と
い
わ
れ
た
柳
原
白
蓮
、
本
名
柳
原
輝
子
、
こ
の

話
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
三
井
鉱
山
社
長
高
田
正
久
で
あ
る
。
高
田
は

九
州
へ
く
る
と
必
ず
伝
右
衛
門
と
旧
交
を
あ
た
た
め
る
間
柄
、
と
き

に
は
伝
右
衛
門
の
幸
袋
の
本
宅
に
泊
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
高
田

が
東
京
の
家
の
近
く
に
、
日
ご
ろ
つ
き
合
っ
て
い
る
柳
原
伯
爵
家
の

屋
敷
が
あ
っ
た
。
高
田
は
、
そ
こ
へ
出
も
ど
っ
て
い
た
輝
子
に
目
を

つ
け
て
、
こ
の
縁
談
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
柳
原
輝
子
に
つ
い
て
書
く
に
、
彼
女
は
伯
爵
柳
原
前
光
が

上
し

柳
橋
芸
者
お
良
に
生
ま
せ
た
子
で
あ
る
。
お
良
は
万
延
元
年
に
遺
米

特
使
と
し
て
渡
米
し
た
新
見
豊
前
守
の
娘
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
も

し
そ
う
で
あ
れ
ば
血
筋
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
柳
原
家

は
藤
原
氏
の
流
れ
を
汲
む
名
門
で
、
前
光
の
妹
愛
子
は
大
正
天
皇
を

て

ん

じ

　

　

つ

ば

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

と

こ

生
ん
だ
柳
原
典
侍
二
億
局
で
あ
る
の
で
、
輝
子
は
大
正
天
皇
の
従
兄

に
あ
た
る
。
彼
女
は
明
治
十
八
年
生
ま
れ
、
初
め
乳
母
増
山
ケ
ニ
に

育
て
ら
れ
た
が
、
八
歳
の
と
き
に
父
前
光
の
屋
敷
に
引
き
と
ら
れ
て
、

ゆ
ｌ
＿

十
歳
で
分
家
の
北
小
路
随
光
子
爵
の
養
女
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
こ

や
す

れ
は
、
の
ち
に
北
小
路
家
の
長
男
資
武
の
妻
と
し
て
迎
え
る
た
め
で
、

そ
こ
で
輝
子
は
十
四
歳
に
し
て
華
族
女
学
校
へ
入
学
し
て
、
翌
年
、

資
武
と
結
婚
し
て
男
子
を
生
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
輝
子
は
、
複

雑
な
家
庭
で
華
麗
に
育
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
後
は
情
熱
の
お
も
む

く
ま
ま
の
奔
放
な
一
生
を
お
く
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
翌
年
、
北
小
路
家
は
京
都
へ
移
住
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら

資
武
の
女
遊
び
が
は
げ
し
く
な
っ
て
、
こ
れ
が
も
と
で
二
人
は
五
年

後
に
離
婚
し
て
い
る
。
や
む
な
く
輝
子
は
東
京
の
実
家
へ
帰
っ
た
が
、

上
し

父
前
光
は
す
で
に
亡
く
て
長
兄
義
光
の
時
代
で
、
こ
こ
で
輝
子
は
東

洋
英
語
学
校
へ
通
う
か
た
わ
ら
、
佐
々
木
信
綱
か
ら
和
歌
を
学
ん
で

い
た
。
と
こ
ろ
が
兄
義
光
は
貴
族
院
議
員
で
交
際
が
広
い
こ
と
か
ら
、

家
計
は
つ
ね
に
火
の
車
、
そ
う
し
た
と
き
に
高
田
が
伝
右
衛
門
と
の

再
婚
話
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

い
っ
ほ
う
伝
右
衛
門
に
し
て
も
、
こ
の
結
婚
話
は
渡
り
に
舟
で
あ

っ
た
。
も
と
は
と
い
え
ば
百
姓
坑
夫
の
仲
、
文
字
も
知
ら
な
け
れ
ば

教
養
も
な
く
、
そ
れ
が
巨
万
の
富
を
得
た
の
で
、
ま
ず
は
衆
議
院
議

員
と
な
っ
て
肩
書
き
を
と
り
、
つ
ぎ
に
家
柄
を
求
め
る
の
は
自
然
の

成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
伝
右
衛
門
に
し
て
み
れ
ば
「
今
か
ら
の
炭
鉱

経
営
は
、
中
央
で
活
躍
す
る
の
で
家
柄
が
必
要
で
あ
る
。
相
手
は
美

人
で
華
族
で
あ
る
う
え
、
皇
太
子
殿
下
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
の
従

兄
に
あ
た
る
と
は
…
」
と
、
こ
お
ど
り
し
て
革
ん
だ
。
ま
た
高
田
は

輝
子
に
対
し
て
伝
右
衛
門
を
「
九
州
の
資
産
家
で
代
議
士
に
二
回
当

選
し
た
地
方
の
徳
望
家
」
と
の
、
ふ
れ
込
み
で
再
婚
を
す
す
め
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
縁
談
が
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
翌
四
十
五
年
の
春
で
、

と
き
に
伝
右
衛
門
五
十
二
歳
、
輝
子
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
結
婚
式

は
入
江
為
守
伯
爵
夫
妻
の
媒
酌
で
、
各
界
の
知
名
士
二
百
余
名
が
出

席
し
て
、
東
京
日
比
谷
の
大
神
宮
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
式
後
、
二
人

は
京
都
、
奈
良
を
旅
行
し
て
幸
袋
へ
帰
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
伊
藤

家
の
門
前
は
小
学
生
の
旗
の
波
、
そ
れ
か
ら
三
日
間
は
地
元
に
て
盛

大
な
披
露
宴
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
伊
藤
家
の
記
録
に
よ
れ
ば
結
納
金

二
万
円
、
結
婚
費
用
三
十
万
円
、
米
一
升
が
十
九
銭
の
時
代
で
あ
る
。

今
な
れ
ば
十
五
億
円
の
結
婚
式
に
相
当
す
る
。

な
お
伝
右
衛
門
は
、
こ
の
結
婚
に
は
よ
ほ
ど
の
覚
悟
を
し
て
い
た

と
み
え
て
、
こ
れ
に
先
だ
ち
愛
妾
な
ど
の
女
性
関
係
は
す
べ
て
清
算

し
て
、
派
手
な
遊
び
を
つ
つ
し
み
、
ま
た
幸
袋
の
本
宅
を
新
築
し
て

輝
子
を
迎
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

（
文
）
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
　
志

し12）


